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現
在
で
も
、
道
路
網
は
国
が
中
心

と
な
っ
て
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
江

戸
時
代
で
も
同
様
で
し
た
。

　

当
時
の
道
路
網
は
、
政
治
の
中
心

で
あ
る
江
戸
を
基
点
に
発
達
し
、
特

に
五
街
道
（
東
海
道
・
中
山
道
・
奥

州
道
・
日
光
道
・
甲
州
道
）
に
は
一

里
（
約
４
キ
ロ
）
ご
と
に
道
の
り
を

示
す
一
里
塚
が
置
か
れ
、
二
、
三
里

ご
と
に
大
名
が
泊
ま
る
本
陣
や
庶
民

が
泊
ま
る
旅は
た

籠ご

が
整
備
さ
れ
た
宿
し
ゅ
く

駅え
き

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
里
塚
の
起
源
は
明
確
で
は
な
く
、

信
長
や
秀
吉
が
三
六
町
ご
と
に
築
か

せ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
江

戸
幕
府
が
江
戸
日
本
橋
を
起
点
に
慶

長
九
年
（
１
６
０
４
年
）
に
道
の
幅

を
五
間
（
約
９
メ
ー
ト
ル
）
に
し
て

塚
を
作
ら
せ
た
よ
う
で
す
。

　

19
世
紀
中
頃
の
「
宿
し
ゅ
く

村そ
ん

大だ
い

概が
い

帳ち
ょ
う」

に
は
東
海
道
（
品
川
｜
京
都
間
）
一

二
四
里
の
間
に
１
０
０
カ
所
、
中
山

道
（
板
橋
｜
草
津
間
）
一
二
六
里
二

八
町
に
１
０
７
カ
所
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
お
り
、
約
８
割
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
徳
川
家
康
が
祀
ら
れ
て
い
る
東

照
宮
へ
の
参
道
で
も
あ
る
日
光
道
で

は
三
六
里
ほ
ぼ
す
べ
て
に
一
里
塚
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
一
里
は
三
六
町
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
六
町
一
里
や
五
十
町
一
里
、

四
八
町
一
里
な
ど
五
街
道
以
外
は
、

各
地
で
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

八
尾
で
は
高
野
山
と
京
を
結
ぶ
東

高
野
街
道
沿
い
（
旧
１
７
０
号
線
）

の
垣
内
に
一
里
塚
が
残
っ
て
い
ま
す
。

正し
ょ
う
ほ
う保
元
年
（
１
６
４
４
年
）
の
「
河

内
国
絵
図
」
を
見
る
と
、
街
道
沿
い

に
11
カ
所
の
一
里
塚
が
あ
り
ま
す
が
、

今
で
は
、
富
田
林
市
の
錦に
し
こ
お
り織

と
垣
内

だ
け
で
す
。

　

垣
内
一
里
塚
は
現
在
で
は
塚
は
小

さ
い
で
す
が
、
か
つ
て
は
高
さ
２
ｍ
、

大
き
さ
も
現
在
の
３
倍
の
規
模
が
あ

り
ま
し
た
。
松
が
植
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
元
で
は
一
里
松
と
も

言
い
ま
す
が
、
関
東
で
は
榎
、
関
西

で
は
松
が
一
般
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

街
道
の
西
側
に
は
文
化
八
年
（
１
８

１
０
年
）
の
法ほ
っ
け華

塔と
う

が
あ
り
ま
す

が
、
旅
の
大
変
さ

が
偲し
の

ば
れ
ま
す
。


